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NY マーケットレポート（2014 年 5 月 16 日) 
昨晩の NY 外国為替市場は、序盤に発表された米住宅着工件数が、市場の予想を上回り、

2013 年 11 月以来 5 ヵ月ぶりの高水準となったことを受けて、ドル円・クロス円は堅調

な動きとなりました。しかし、その後に発表されたミシガン大学消費者信頼感指数が市

場予想を下回る結果となったことや、米主要株価が軟調な動きとなったことから、円を

買い戻す動きが優勢となり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなりました。そして、終

盤には、株価がプラス圏まで値を戻す動きとなったことから、ドル円・クロス円も値を

戻す動きとなりました。 



 

                      
 

2 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 
ドル/円 101.47  ユーロ/円 138.97  ユーロ/ドル 1.3699 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6830.58 -10.31 
ダウ INDEX 

FUTURE 
16402 -19 

仏 CAC40 4440.39 -4.54 
S&P500 

FUTURE 
1864.50 -2.80 

独 DAX 9631.94 -24.11 
NASDAQ 
FUTURE 

3556.75 -6.50 

(出所：SBILM) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

4 月米住宅着工件数 107.2 万件（予想 98.0 万件・前回 94.7 万件）前回発表の 94.6

万件から 94.7 万件に修正 

4 月米住宅着工件数（前月比） 13.2％（予想 3.6%・前回 2.0%）前回発表の 2.8％

から 2.0％に修正 

4 月米建設許可件数 108.0 万件（予想 101.0 万件・前回 100.0 万件）前回発表の 99.0

万件から 100.0 万件に修正 

4 月米建設許可件数（前月比） 8.0％（予想 1.3%・前回 -1.1%）前回発表の-2.4％

から-1.1％に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 



 

                      
 

4 
 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪米住宅着工・許可件数≫ 

          4 月・・3 月・・2 月・・1 月・・・12 月・・11 月 

住宅着工件数・・・107.2・・94.7・・92.8・・89.7・・103.4・・110.5 

一戸建て住宅・・・ 64.9・・64.4・・58.9・・58.3・・ 67.5・・ 71.0 

集合住宅・・・・・ 42.3・・30.3・・33.9・・31.4・・ 35.9・・ 39.5 

 

許可件数・・・・・108.0・・100.0・・101.1・・93.9・・102.2・・103.7 

一戸建て住宅・・・ 60.2・・ 60.0・・ 59.3・・59.8・・ 61.7・・ 64.5 

集合住宅・・・・・ 47.8・・ 40.0・・ 41.8・・34.1・・ 40.5・・ 39.2 

 

前月比（％） 

住宅着工・・・・・・13.2・・ 2.0・・3.5・・-13.2・・-6.4・・18.1 

住宅建設許可・・・・ 8.0・・-1.1・・7.7・・ -8.1・・-1.4・・-2.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                      
 

5 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月カナダ国際証券取扱高 -12.3 億 CAD（予想 70.0 億 CAD・前回 60.7 億 CAD）前回

発表の 60.8 億 CAD から 60.7 億 CAD に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 外国為替市場 序盤 ≫ 

序盤の外国為替市場は、東京や欧州市場の株価が下落したことを背景に投資家がリスク

を回避の動きが強待っており、比較的安全な通貨とされる円を買い、ドルを売る動きが

先行した。そして、米住宅関連の経済指標が市場予想を上回る結果となったものの、や

や上値は限定的となっている。 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16441.03 -5.78 

ナスダック 4068.11 -1.19 
                                        (出所：SBILM) 
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22：55 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

5 月ミシガン大学消費者信頼感指数 81.8（予想 84.5・前回 84.1） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

           5 月速報・4 月・・3 月・・2 月・・1 月・・12 月・・11 月 

消費者信頼感・・・・・81.8・・84.1・・80.0・・81.6・・81.2・・82.5・・75.1 

景気現況指数・・・・・95.1・・98.7・・95.7・・95.4・・96.8・・98.6・・88.0 

消費者期待指数・・・・73.2・・74.7・・70.0・・72.7・・71.2・・72.1・・66.8 

 

1 年インフレ・・・・・3.2・・3.2・・・3.2・・・3.2・・・3.1・・3.0・・・2.9 

5 年インフレ・・・・・2.8・・2.9・・・2.9・・・2.9・・・2.9・・2.7・・・2.9  

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、4 月の米住宅着工件数が市場予想を大きく上回ったことを好感した

買いが入る一方、当面の利益を確定する売りが入るなど、主要株価は序盤から売り買い

交錯する展開が続いている。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）4 月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比 13.2％の 107.2 万件と 3 ヵ月連続で

増加となり、増加率、件数とも 2013 年 11 月以来 5 ヵ月ぶりの高水準となった。前年同

月比では+26.4％となった。 

 ①米景気回復を支える住宅市場は、昨年末からの寒波の影響で、1-3 月に 80 万件台前

半から90万件台前半に落ち込んでいたものの、4ヵ月ぶりに100万件台に改善している。 
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 ②着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月比+8.0％の 108 万件と 2 ヵ月ぶり

に増加となり、件数で 2008 年 6 月以来の高水準、増加率も 2013 年 4 月以来の大きさと

なった。  

 ③着工件数では、主力の一戸建て住宅が+0.8％の 64.9 万件、それ以外の集合住宅は

39.6％の 42.3 万件。地域別では、北東部が+28.7％、中西部が+42.1％、西部が+11.1％、

南部が+1.5％となった。   

 

（2）5 月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の速報値は、4 月確報値から 2.3 ポイント

低下の 81.8 となり、市場予想の 84.5 を下回る結果となった。現在の景況指数は 95.1

と 4 月確報値から 3.6 ポイント低下となり、2013 年 11 月以来の低水準となった。また、

先行きの景況指数も 1.5 ポイント低下の 73.2 となった。そして、1 年後のインフレ期待

は 3.2％と変わらず、5 年後のインフレ期待は 2.8 と 4 月確報値から 0.1 ポイント低下

した。  

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6855.81 +14.92 

仏 CAC40 4456.28 +11.35 

独 DAX 9629.10 -26.95 

ストック欧州 600 指数 321.03 +0.10 

ユーロファースト 300 指数 1361.54 +4.03 

スペイン IBEX35 指数 10478.70 +113.70 

イタリア FTSE MIB 指数 20648.59 +228.97 

南ア アフリカ全株指数 49159.77 -294.82 
                                              (出所：SBILM) 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 は、食品・飲料など、消費財セク

ターの株価が軒並み上昇し小幅高となった。一方、独 DAX は、欧米経済やウクライナ情

勢に対する先行き警戒感が、圧迫材料となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16450.37（+3.56）、S&P500 1870.94（+0.09） ナスダック 4060.23（-9.06） 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

4 月の米住宅着工件数が市場予想を上回ったことをきっかけに、一旦利益を確定する売

りが出る半面、欧米経済の先行き不透明感から逃避的な買いも続き、もみ合いの展開が

続いている。  

午前の利回りは、30 年債が 3.33％（前日 3.33％）、10 年債が 2.50％（2.50％）、7 年

債が 2.06％（2.05％）、5 年債が 1.55％（1.53％）、3 年債が 0.81％（0.80％）、2 年

債が 0.36％（0.35％）。 

 

≪欧州のポイント≫  

①EU 統計局が発表した 3 月のユーロ圏貿易収支は 171 億ユーロの黒字となり、市場予想

の 155 億ユーロを上回った。3 月の輸出は、前年比-1.0％、輸入は+2.0％だった。前年

同期の貿易黒字は 219 億ユーロだった。 

②クーレ ECB 専務理事は、ユーロ圏経済について、景気の回復を維持するため低金利が

必要だが、低金利に伴うリスクを避ける必要もあると述べた。専務理事は「これまで表

明しているように、金利は長期にわたって低水準もしくは現行を下回る水準に維持され

る。景気を支えるため、低金利は必要だが、潤沢な流動性と超低金利が金融市場のリス

クとなることもわかっている」と指摘。そのうえで「われわれにはそうしたリスクを避

ける手段があり、基本的には問題はない」と述べた。 

 

3：40 

NY 金は、中心限月が前日比 0.20 ドル安の 1 オンス＝1293.40 ドルで取引を終了した。 

 

4：15 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.52 ドル高の 1 バレル＝102.02 ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1293.40 -0.20 

NY 原油 102.02 +0.52 
                        (出所：SBILM) 
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≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、4 月の米住宅着工件数が市場の予想以上に増えたことから、米量的緩和の規

模縮小が現在のペースで続き、金市場への資金流入が一段と鈍化するとの懸念が広がり

売りが先行した。しかし、その後はミシガン大消費者信頼感指数の悪化を受けて買い戻

しが入り、下げ幅を縮小した。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、ウクライナ情勢の混乱を背景としたロシア原油の供給不安に加え、4 月の

米住宅着工件数が大幅に伸びたことで、米景気の回復に伴ってエネルギー需要が増加す

るとの期待も高まり、買いが優勢となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16491.31 +44.50 16498.99 16414.32 

S&P500 種 1877.86 +7.01 1878.28 1864.82 

ナスダック 4090.59 +21.30 4091.16 4044.27 
(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、4 月の米住宅着工件数が市場予想を大きく上回ったことを好感した買い

が入る一方、当面の利益を確定する売りが入るなど、主要株価は序盤から売り買い交錯

するもみ合いの展開が続いた。しかし、終盤には買戻しの動きも入り、主要株価はプラ

ス圏まで値を戻して引けた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 101.56 101.68 101.39 

EUR/JPY 139.09 139.33 138.82 

GBP/JPY 170.73 171.01 170.43 

AUD/JPY 95.06 95.16 94.93 
NZD/JPY 87.65 87.77 87.54 

EUR/USD 1.3697 1.3719 1.3687 

AUD/USD 0.9361 0.9372 0.9353 
                                    (出所：SBILM) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、序盤に発表された住宅関連の経済指標が市場の予想を上回る結果とな

ったことを受けて、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、その後に発表さ

れた消費者関連の指標が悪化したことや、米主要株価が軟調な動きとなったことから、

反落する動きとなった。ただ、終盤には株価がプラス圏まで値を戻したことから、ドル

円・クロス円はやや堅調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、

再配信を行うこと、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出

来ません。情報の内容については万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。また、これ

らの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。本レ

ポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 

 


